
                                     

 

霊
照
女
の
事 

            
 
 

   
                                            

 
 

霊
照
は
龐ほ

う

居
士

こ

じ

の 

子
な
り 

居
士 

名
は 

蘊う
ん 

字
は
道ど

う

玄げ
ん

と
稱
す 

唐
の
貞
元

て
い
げ
ん

年
中
の
人 

        

＊
貞
元
＝
七
八
五
～
八
〇
五
年
。 

に
て
禅
學
ヲ
以
て
有 

名
な
り
當と

う

時じ

の
大
徳

だ
い
と
く 

        

＊
大
徳
＝
徳
の
高
い
僧
。 

石
頭

せ
き
と
う

。
馬ば

租そ

。
百

ひ
ゃ
く

霊れ
い

。 

則そ
く

川せ
ん

。
等
と
の
問
答 

今
に 

傳つ
た

ヘ
ラ
ル 

最
モ
丹た

ん

霞か 



             

和
尚

お
し
ょ
う

を
友
と
し
善
し 

霊
照
モ
父
ニ
劣
ら
ぬ 

禅
學
者
な
り
し
が 

家 

貧ひ
ん

に
し
て
常
に 

竹
細
工
ヲ
售う

り
朝
夕 

の
料か

て

と
せ
り 

或
日 

丹 

霞
和
尚
其
家
を
訪と

ひ 

け
る
に
父
は
不
在
に
て 

霊
照
獨ひ

と

り
菜
ヲ
取
り 

居
れ
り
丹
霞
問
ふ
て 

曰い

ふ
居
士
は
在
り
や
否
や 

霊
照
は
不
言
に
て
菜
ヲ 

取
れ
る
籃
子

か

ご

ヲ
放
下
し 

手
ヲ
斂お

さ

め
て
立
チ
居お

れ
り 



                 

丹
霞
又
問
う
初

は
じ
め

の
如ご

と

し 

然し
か

ル
ニ 

霊
照
は
籃
子
ヲ 

取
上
け
て
外
ニ
出
テ
行
き 

た
り
是
モ
禅
家
ニ
て 

味
ふ
話
な
り                    

    

＊ 

禅
家
ニ
て
味
ふ
話
＝
禅
の
公
案
。
つ
ま
り
、 

           

禅
で
悟
り
を
開
く
た
め
に
与
え
ら
れ
る
先
人
の 

言
葉
、
教
え
。 

 

世
の
霊
照
ヲ
畫え

が

く
は 

多
く
其
竹
漉
籬

ざ

る

ヲ 
 

  
 

＊ 

漉
籬
＝
灑
籬(

さ
い
り)

は
ざ
る
の
こ
と
。 

持
ツ
處

と
こ
ろ

ヲ
写
せ
り
蓋け

だ

し 

此
一
段
の

趣
お
も
む
き

ヲ
示
ス
為た

メ 

 
 

 
 

 

な
ら
ん  

 
 

 
 

  

へ
き 

が
ん 

 
 

 
 

  

碧
龕 



＊
龐ほ

う

居
士(

？
～
八
一
五) 

龐ほ
う

蘊う
ん

道ど
う

玄げ
ん

。 
中
国
、
唐
代
の
仏
教
者
。
湖
南
省
の
人
。 

禅
宗
の
修
行
者
で
、
南
宗
禅
の
祖
馬ば

祖そ 

ら
に
学
ぶ
が
、
僧
に
は
な
ら
ず
、
在
家
の 

ま
ま
修
業
し
、
居
士

こ

じ(

在
家
の
修
業
者)

と 

呼
ば
れ
た
。
霊
照
は
そ
の
娘
。 

 

＊
石
頭(

七
〇
〇
～
七
九
〇) 

姓
は
、
陳
、 

名
は
、
希
遷

き
せ
ん

。
中
国
、
唐
代
の
禅
僧
。
広 

東
省
の
人
。
湖
南
省
の
石
の
上
に
庵
を
編 

ん
だ
た
め
「
石
頭
」
と
呼
ば
れ
た
。      

 

＊
馬ば

祖そ(

七
〇
九
～
七
八
八) 

姓
は
馬
、 

名
は
、
道
一
。
中
国
、
唐
代
の
僧
。
四
川 

省
の
人
。
中
国
禅
宗
の
祖そ

達
磨

だ
る
ま

の
正
統
を 

継
ぎ
、
新
し
い
南
宗
禅
の
祖
と
な
っ
た
こ 

と
か
ら
馬
祖
と
呼
ば
れ
る
。
平
常
心
が
道 

で
あ
る
、
心
が
仏
で
あ
る
な
ど
、
平
明
な 

言
葉
で
教
え
を
説
き
、
龐
蘊
、
丹
霞
ら
多 

く
の
弟
子
を
育
て
た
。 

 

＊
百
霊
。
則
川
。 

ど
ち
ら
も
、
龐
居
士 

と
同
時
代
の
禅
僧
だ
が
、
詳
細
は
不
明
。 

 

 

＊
丹た

ん

霞か(

七
三
九
～
八
二
四) 

名
は
、 

天
然

て
ん
ね
ん

。
馬
祖
に
学
び
、
龐
蘊
の
知
人
と 

し
て
、
『
龐
蘊
居
士
語
録
』
な
ど
に
登
場 

す
る
。
木
の
仏
像
を
燃
し
て
、
偶
像
の 

無
意
味
さ
を
表
し
た
「
丹
霞
焼
仏
」
の
逸 

話(

公
案)

が
有
名
。 


